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１．基本理念 

 

鳥取大学は 

●世のため人のために頑張ろうと志す人の気持ちをくじくことなく、前向きに進んで行こうとする人   

 を応援する職場・勉学環境 

●既婚、独身、同居、別居に関わらず家族を大切にし、健全な家庭を育んでいける職場・勉学環境を 

形成していくことを目指します。 

 

行動計画 

・ライフイベントとの両立支援 

ライフイベントと研究および職務を両立するための支援・情報提供および環境整備に取り組み、 

また相談活動を行います。 

・キャリアデザイン支援 

企業見学会や女性研究員・技術者との交流会、ロールモデルとの交流会などを開催し、キャリア 

デザイン支援を行います。 

・啓発活動等 

男女共同参画についての理解と認識を深め、学内の意識改革を進めるため、セミナーや講演会等を 

開催します。 

 

２．学内環境整備の取り組み 
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３．実施体制 

 

 

４．室員名簿 

 

 

５．ミーティング 

平成２９年度男女共同参画推進室ミーティングを計４回開催し、事業内容の検討および実施を行った。 

第１回  ７月１８日 １３時３０分～ 

第２回  ８月２２日 １３時３０分～ 

第３回 １０月 ３日 １３時３０分～ 

第４回 １２月２０日 １３時３０分～ 

 

 

 

室  長 理事 細井 由彦 

専任コーディネーター 男女共同参画推進室 コーディネーター 長谷 順子 

兼任教員 地域学部 准教授 畑 千鶴乃 

兼任教員 工学研究科 教授 岩井 儀雄 

兼任教員 工学研究科 准教授 浅井 秀子 

兼任教員 農学部 教授 竹内 崇師 

兼任教員 乾燥地研究センター 准教授 安 萍 

兼任教員 大学教育支援機構 教育センター 助教 滝波 稚子 

兼任教員 医学部附属病院 准教授 谷口 美也子 

兼任教員 医学部附属病院 准教授 山田 七子 
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６．平成２９年度の取り組み 

４月２８日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第１７号発行 

６月 １日 『女子学生のための企業見学会（県内版）』開催 

      寿製菓株式会社および株式会社ケイズ 訪問 

６月１４日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第１８号発行 

６月２０日 ＤＶセミナー開催 

６月２９日 ＬＧＢＴセミナー開催 

８月２５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第１９号発行 

９月 １日 男女共同参画推進室内に【休憩室＆相談室】を開設 

９月１２日 英語論文セミナー『論文執筆のための技術英語』開催：米子キャンパス 

９月２０日 

～２１日 『女子学生のための企業見学会（関西版）』開催 

オムロン株式会社および小林製薬株式会社 訪問 

１０月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第２０号発行 

１０月 ８日 ライフプランセミナー（妊娠・出産）『キャリアプランと妊娠・出産のタイミング』 

ミニレクチャー 鳥取県東部不妊専門相談センターと共催 

１０月１９日 英語論文セミナー『論文執筆のための技術英語』開催：鳥取キャンパス 

１１月 ８日 ライフプランセミナー（人生設計）『ライフプランと家計管理術』開催：鳥取キャンパス 

１１月１７日 第６回中国・四国男女共同参画推進連携会議および 

第９回中四国男女共同参画シンポジウム 参加：広島大学 

１１月２０日 ライフプランセミナー（人生設計）『ライフプランと家計管理術』開催：米子キャンパス 

１２月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第２１号発行 

１２月 ５日 コミュニケーションセミナー『男女脳差理解によるダイバーシティ・コミュニケー 

ション』開催 

２月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第２２号発行 

２月２６日 平成３０年度（第９期）研究支援員制度利用者 募集開始 
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７．事業実施状況 

（１）研究活動支援 

○研究支援員制度 

  ライフイベントのために研究時間が十分にとれない研究者に対して研究支援員を配置し、研究活動

に対する支援を行った。女性研究者だけでなく男性研究者へも支援を拡大し、年度単位の支援とする

ことで更なる負担軽減を図った。平成２９年度第８期は、女性研究者１１名、男性研究者３名の計１

２名に研究支援員の配置を承認した。 

 

研究支援員配置を承認した研究者 

 人数 内訳 理由 

女性 男性 育児 介護他 

第８期（Ｈ２９） １２ １１ １ ９ ３ 

 

＜研究支援員制度利用者の声＞（抜粋） 

 家庭と仕事の両立というよりは、共倒れに近い精神状況になることも時もあった。そんな状況でも

支援員のサポートを受けられることで、自身や子が病気の時や、保育園でイベント（面談など）な

どの際に、安心して休暇を取ることができた。 

 支援員によるサポートは、精神的また体力的なゆとりを持つことに繋がるので、子供と過ごす時間

の質や研究を含む仕事自体へのモチベーションの向上に大きく影響したと感じている。 

 従来であると、夕方一旦帰宅し、再び夜間に大学へ戻って仕事をする。また、土曜・日曜日に出勤

して行う等で対応していたが、昼間に支援していただけることで、職務では研究や学生指導に十分

な時間を使用することができた。夜間に大学に戻り仕事をする回数も少なくなった。 

 これまで、中断できない実験中の子供の急病時などには、夫と交替で仕事に行くというスタンスを

取っていましたが、研究支援員の配置によりこのような事も少なくなりました。よって、仕事と私

生活をこれまでより、体力的にも精神的にもバランス良く両立することができました。 

 これまで子どもの発病などで研究が中断されることがストレスとなっていたが、研究支援員の配置

で身体的負担やストレスが軽減され、仕事時間の短縮にもつながった。家庭にいられる時間も増え

たことで、心にゆとりを持って子どもと接することができるようになり、ワークライフバランスが

改善されたと感じている。 

 子供と過ごす時間を少しでも多く確保することができ、支援を受ける以前より子供の話を聞いたり

一緒に遊んだりする精神的な余裕も生まれたと感じる。 

 大学での仕事、研究活動、家事に加えて、子どもの通院等にも時間が割かれてしまうことが難点で

あった。しかし支援員に手伝ってもらうことで、若干その負担が減った。また家庭に帰ってからの

時間を家族のために使うことができたこともメリットであったと考えている。 

 支援員の配置により、仕事と家庭生活の両立ができ、精力的に仕事ができた実感が持てている。 

教育負担が今までで最も大きかったため、ワークライフバランスの視点で考えると研究支援員なく

しては、保てなかったと断言できる。限られた時間の中で、一定の成果を継続的に上げることがで
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きているのは、研究支援員配置のおかげである。 

 現在も育児に追われる毎日であるが、研究支援員様の配置により、研究教育以外の領域に若干の時

間を割くことが可能になった。 

 育児に加え母の介助が必要となり、研究時間の確保が非常に厳しい状況だった。このような状況の

なか、支援員に補助をしてもらうことで研究を続け、筆頭著者論文 1 報を投稿できたことは、支援

員制度のおかげであると感謝している。 

 以前では、子供の体調などによって急に早退したり休んだりした時、それまでの実験材料や成果を

無駄にすることが度々あった。しかし、配置後には、実験成果を無駄にしないようにサンプルの調

整や保存、研究結果を写真データとして残すなどの対応をしてもらえ、研究活動を効率的に進める

ことができた。 

＜研究支援員制度支援者の声＞ （抜粋） 

 昨年度に引き続き今年度も雇用していただく中で、実験手法にも慣れて、自分で計画して業務を進

めることができるようになった。また、心に少し余裕が生まれたことで、大学での教育・研究に闘

心が向き、自分の業務以外の中でも新しいことを吸収する貴重な機会となった。 

 データ収集、動物実験の補助など多岐に渡る研究の補助をさせていただいたことで、研究をより身

近に感じることができ、将来実際に自分で研究してみたいと思うきっかけになった。 

 普段の勉強の内容が実際の臨床や実験で用いられていることがわかり、日々の学習の意欲が増した。 

 研究で取り扱う患者の個人情報をどのように収集し保管するかなど研究を行う上で最も重要な事を

学びました。 

 治療効果を判定するため、どういう検査値が指標となるのか捉えることができるとともに、効率的

に多数の患者の治療成績を集める上で、新規薬剤の臨床評価を一歩進めることができたと考えられ

る。 

 細胞やマウスを使った研究の手伝いをさせていただいたことで、研究がより身近に感じるようにな

った。また、研究の手技を丁寧に教えていただいたことは、非常にためになった。 

 臨床現場で働く医師がどのような研究をどのように行っているのかを知ることができ、将来自分が

医師になったときのためになった。 

 学生の早い段階から医療現場を間近に見ることができ、現場で求められる医師像をより鮮明に得ら

れたことが挙げられます。 

 データ等の管理方法、エクセルを用いた作業を行うことにより、パソコンでの業務を行う能力が身

についた。 

 連続で支援させて頂いた事で技術がさらに上達し、キャリアアップにつながりました。また、研究

の進捗を常に議論することで、研究の進め方を教えて頂きました。最先端の研究にも触れることが

できて大変勉強になり、携わってみたい研究を見つける事ができました。 

 試薬や実験器具の取り扱い、Excel や PowerPoint を使用してのデータ整理など、これまでの経験を

今後また研究支援員として仕事に就く機会があればいかしていきたいと思います。 

 自身の研究で活用できる技術が身につくとともに、その技術を向上させることができた。 

 標本作製など自分自身の研究にも役立つ技術を身につけたり、スキルを磨いたりすることができた。

今後自分の実験を進めていくうえで非常にためになった。 
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 免疫染色などの今後の自身の研究に必要な知識および技能を習得できた。 

 支援を必要としている学生への接し方を拝見し、私自身が支援する側になったことをイメージする

大きなきっかけとなった。 

 アンケートの結果の分析が自分の行う研究での分析と似ていたため、スムーズに仕事に取り掛かる

ことができ、また統計を行う上での手技の理解・習得ができました。 

 様々な考え方などを学ぶことができ、労働しながら知識を吸収できるという、とてもいい経験にな

った。子育ての合間の時間を有効に活用できた。 

 先生のご専門と自身の専門に多少のずれがあるため、関係する幅広い資料・論文を収集したり、読

む機会に恵まれた。自分は研究の現場も離れていた時間が長く、現在の研究のやり方等、大変参考

になった。当方にとって大変勉強になり、今後のための視野が広がったように感じている。 

 自分の専門外の研究活動に触れることができ、今後の学業や進路選択に活かせる貴重な経験を得る

ことが出来た。また、今後、研究活動を行う上で、必要となるスキルや知識について考える良い機

会となった。 

 育児と家事の合間でできる本制度による業務内容に満足しており、また以前から研究活動に対して

興味があったので貴重な経験が出来た。 
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（２）ライフイベントとの両立支援 

○英語論文セミナー 

 ９月１２日に米子キャンパス、１０月１９日に鳥取キャンパスにおいて、中山裕木子氏をお招きし

「論文執筆のための技術英語」を開催した。例示文章が分野と異なったことが残念との昨年開催時の

意見から、鳥取キャンパスでは工学系、生物・化学系、人文社会科学系及びその他一般の３つの分野

に分けて実施。多くの方に受講いただき、好評であった。 

        案内チラシ                 ＨＰ掲載 
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（３）キャリアデザイン支援 

○女子学生の研究機関見学会＜県内企業＞ 

  県内企業を見学したいとの要望が多く寄せられたため、今年度は県内企業版を「地（知）の拠点大

学による地方創生推進室」と共催、キャリアセンターに協力いただき実施した。幅広い学部から１３

名の学生が参加、お菓子の研究開発・製造・販売事業を行う寿製菓株式会社、システム開発・ネット

ワーク事業を行う株式会社ケイズ（いずれも米子市）を見学した。 

 

案内チラシ 
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ＨＰ掲載 
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＜アンケート結果＞ 

所属学部                   見学会を何で知ったか 

 

参加動機（複数回答）             出身 

 
鳥取県内での就職について 

 
＜そのように回答した理由＞ 

・鳥取の企業は小さくても、戦力があると思う。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・地域こその地域性がある。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・私自身は大きな都市とか、大きな企業があまり好きではないから、このような中等の企業がいいと思

う。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・以前は関西で考えていたが、鳥取でよい所が見つかればそこもいいかなと思っている。（農学部・３

年） 

・せっかく大学で鳥取に来たので、鳥取での就職も考えている。実家からも何かあれば親も来れるし、

帰れる距離だから。（農学部・３年） 

・奨学金の関係で、都市に出て大企業に勤めることで返済を続けるか、鳥取の奨学金返済保障制度で負

担を減らしながら中小企業で働くかで迷っているため。（地域学部・２年） 

・鳥取もいいところだなとは思っているが、大学進学を機に鳥取に来たのと同様、就職という転機にま

た新しい地域でがんばりたいと思うから。（農学部・２年） 
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・地元に戻りたいので。（農学部・２年） 

・地元に戻りたい。（工学部・２年） 

・地元に帰って就職したいという気持ちがあるから。（工学部・２年） 

・地元の企業に就職しようと考えているから。（工学部・１年） 

・地元での就職を考えているため。（工学部・２年） 

・大学卒業後は地元に戻ろうと考えているから。（工学部・２年） 

 

【アンケート自由記入欄】（抜粋） 

●企業で働く女性、研究員、技術者に対するイメージ（面白そうなところ、やりがいなど） 

・女性ならではの考えや発想が浮かんで、それが仕事に活かせること。（工学部・２年） 

・女性ならではの考えを取り入れてもらえそう。（工学部・２年） 

・専攻がＩＴと関係がなくても働ける理由を、今勤めている人の例をとりあげて、説得力がある。（持

続性社会創生科学研究科・１年） 

・朝行った企業（寿製菓）私たちを案内して、企業について説明したり、仕事について教えたりした「は

るな」というお姉さんの他の人と交流する能力に感銘を受けた。誰に対しても笑顔で話していた。（持

続性社会創生科学研究科・１年） 

・私自身は、人と交流することが苦手だから、そのお姉さんから学ぶべきことがたくさんあると思って

いる。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・寿製菓はとてもきれいだ。寿製菓やケイズの女性もいい仕事をしている。（持続性社会創生科学研究

科・１年） 

・女性目線での商品開発やＰＲなどより視野が広げられる。（農学部・３年） 

・女性ならではの目線を伝えることができそう。つきつめたいところまで研究できそう。（農学部・３

年） 

・休日に女性社員同士で飲み会などができて楽しそうだった。（農学部・２年） 

・かっこいい、仕事＝趣味、やる気があれば男性と肩を並べて働ける点。（地域学部・２年） 

・様々なことにチャレンジできそう。（農学部・２年） 

・女性目線の企画や見方が提案できそう。（工学部・２年） 

・自分の興味があることに対して研究でき、生き生きとお仕事をされているイメージ。（工学部・２年） 

・働くこと自体がいろいろな仕事内容、プロジェクトがあってやりがいがありそうだ。（工学部・１年） 

 

●企業で働く女性、研究員、技術者に対するイメージ（大変そうなところなど） 

・育休などで仕事上迷惑をかけることがありそう、男女差別。（工学部・２年） 

・まわりが男性ばかりだと慣れるまで大変そう。（工学部・２年） 

・交流する時、みんな気になることはほぼ残業のことである。たしかに残業が多いなら特に女性の社員

にとって大変である。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・立つと座る時間が長いと思う。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・子育ての両立、体力の差などで、やはり、女性は男性より働きにくいイメージ。（農学部・３年） 

・男女比、子育てとの両立（農学部・３年） 
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・会社の理解がないと苦労しそう。（農学部・２年） 

・忙しい中で化粧やボディケアも手を抜けないところ、パートナーを見つけるのに苦労しそうなところ

（地域学部・２年） 

・女性が少ない企業だと、男性の方々とのコミュニケーションを取るのが大変そう。（農学部・２年） 

・男の人と多く接するのが大変そう。（工学部・２年） 

・研究に行き詰まったりした時が大変そうなイメージ。（工学部・２年） 

・給料、役職などの男女差、結婚、出産後に仕事を続けられるかどうか（工学部・１年） 

 

●寿製菓を見学して感じたこと 

〈研究所内や会社（業務内容など）について〉 

・思っていたよりたくさんのお菓子を作っていて、大きな会社で驚いた。（工学部・２年） 

・お菓子だけでなく、健康食品の開発にも取り組んでいることを知って、さらに興味を持てた。（工学

部・２年） 

・男女間の仲がよさそう。（工学部・２年） 

・院卒と学部卒での就職の差はないと聞いて安心した。（工学部・２年） 

・約３５０種類ものお菓子を作っていることに驚いた。地域ごとで材料の配分を変えていることは知ら

なかった。いなばの白うさぎの目は、はじめ黒色だったことに驚いた。研究・開発の部門は男性４人、

女性５人で男女比がほぼ同じだったので、女性も働きやすい企業だと思った。（工学部・２年） 

・何年も経って、たくさんの人々が協力して、５０才の「白うさぎ」というお菓子を生産するのに感動

した。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・今鳥取に来る外国人はだんだん多くなって、それに伴って、鳥取を代表するお土産も買われるように

なるはずである。でもお土産、たとえば「白うさぎ」はただの食べ物ではなく、食べ物の中に含まれ

る地域の文化も重要な文化財産と思う。これから「白うさぎ」を売る時、そばに外国語で白いうさぎ

の神話の大体の内容を書いたほうがいいと思う。日本の文化を宣伝しながら、企業の文化を尊重する

魅力も表せると思う。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・普段、いつもお菓子を食べてばかりで、どうやって作るのか全然わかっていなかった。でも、今回の

見学を通して、そんなに小さなお菓子を作るために、そんなに多くの従業員がそんなに長い時間かか

って、努力していることを見て、本当に感動した。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・一つの仕事をする時、一つだけのものを知ることで、仕事を上手にすることができない。いろいろな

知識を身につければ上手にできる。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・実際に生産ラインの工場を見学することができ、米子の本社工場で製造されている品種に特に驚かさ

れた。座談会ではどんなことでも聞きやすい雰囲気で素敵だなあと思った。（農学部・３年） 

・ただお菓子を作って売ってるだけじゃなく、他者とは違う戦略「その地域でしか買うことができない

ブランド」を貫いた企業の方針がとても素敵だなと思った。（工学部・２年） 

 

〈研究員の方から受けた刺激など〉 

・社員さんが皆明るい！ 寿製菓だけで３５０以上のお菓子を作っていることに驚いた。プライベート

でも皆仲良くて、雰囲気が素敵だなと思った。（農学部・３年） 
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・社員さん同士の仲の良さや、研究に対しての会社の手厚いサポートがすごく感じられ、とても一生懸

命ですばらしい企業だと思った。自分も寿製菓のようなあたたかい職場で働けるよう、これからの勉

強や就職活動により力を入れたいと感じた。（地域学部・２年） 

・アットホームな雰囲気だなと感じた。研究者としてのキャリアアップができると思った（社会人入学

など）。各部での連携がしっかり取れていて、やりがいを感じながら働いているんだろうなと思った。

（農学部・２年） 

・自分の個性を生かして働けることがわかった。社員の皆さんが生き生きと楽しんで働いていることが

よくわかった。（工学部・２年） 

〈会社の制度やキャリア支援について〉 

・大学に社会人入学して研究できたり、社内開発ですぐには成果があがらない研究でも続けさせてもら

えたりするのでとても研究に理解のある会社だと感じた。二週間、ずっと大学で研究させてもらえる

会社はなかなかないだろう。また、寿製菓さんでは女性の転勤はほぼないということだったが、他の

会社ではどうなのか、就職活動のときに知っておかないといけないなと思った。（工学部・１年） 

・会社の雰囲気がとても良かった。定時に帰れたり、残業が少なかったり、社内の雰囲気がとても良か

った。（農学部・２年） 

 

●ケイズを見学して感じたこと 

〈研究所内や会社（業務内容など）について〉 

・いろんな分野の技術を持つ人たちが働く会社だということに驚いた。（工学部・２年） 

・地域貢献もしっかりされていてすごいと思った。（工学部・２年） 

・女性は少ないけど、どの女性も生き生き仕事をされていた。（工学部・２年） 

・企業名を初めて聞いたけど、すごい企業ということを知り、これから注目してみたいと思った。

（工学部・２年） 

・コンピューター、ネットワークについての会社に持っている印象と同じで、働き環境がきれいで

ある。午前中に見学した寿製菓とぜんぜん違う感じで、たぶんお客さんの情報を保護するため、

会社は極秘基地みたい、ちょっと抑圧感があると思う。携帯で体から離れる物をコントロールす

るのはハイテクである。これは会社の理念「小さくても強大なメーカー」と一致して、感心であ

る。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・ケイズで企業についての説明が終わってから、外を見に行った時、農業に使うつもりで作ってい

る物を見て、本当に科学性が高いと思った。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・会社全体が無駄がない感じでインターネットや情報の会社はすべてパソコンで仕事をするので、

会社自体の大きさは関係ないのかなと思った。会社にも大学みたいにサークルがあることを知り

驚いた。（農学部・３年） 

・情報ってほんとうに重要なんだなあ……と思った。なのに、施設を見学させてもらえて、おもし

ろかった。ハウスの管理をスマホ一つでできるなんてとても驚いた。また、鳥大を卒業された方

が多く、工学部以外でも働けるんだということを知った。（農学部・３年） 

・ＩＴ企業のことについて何もわからなかったので、今回の話は少し難しく感じたが、農業に関係

するシステムの開発についての話は、今後の農業のあり方が大きく変化しそうだなと感じ、おも



14 
 

しろかった。（農学部・２年） 

〈研究員の方から受けた刺激など〉 

・性別は関係なく、いかに挑戦し続けられるかが、社会人として大切なのかがよくわかった。そし

て、就職活動の際には、自分がぜひ入りたいと思えるほど、自分なりに魅力的な企業を見つける

か、または企業側にぜひ共に働きたいと思わせるほど魅力的な人材にならなければいけないと悟

った。（地域学部・２年） 

・様々な分野と合わせて働けることがわかった。全く関係のない分野を生かせることがわかった。

（工学部・２年） 

〈会社の制度やキャリア支援について〉 

・ＩＴ系は電気系の学科を卒業した人ばかりだと思っていたけど、学部学科関係なく様々な学部学

科の人が働いていた。育休の制度もしっかりしていて女性が働きやすそうな企業だと思った。わ

からないことはわかるまで聞くことが大切だと思った。（工学部・２年） 

・部活があってびっくりした。旅行や遠足があったりして楽しそうだった。（農学部・２年） 

・社員旅行や育休制度などの福利厚生についても詳しく説明していただき、直接消費者の目にはあ

まり触れることのない企業のお話を聞くことができ、こんなことをしてくれる会社があるから、

今の生活が便利なんだなと改めて気づいた。（工学部・２年） 

・給与や勤務時間は紙面上でもわかるが、職場や人の雰囲気は自分の目で見ないとわからないとい

う言葉に、確かにそうだと納得した。企業見学やＯＢさんの話を聞くなどして会社の内情を知ろ

うと思う。残業が増える時期があるのはＩＴ業界では仕方のないことだが、その対応策がしっか

りとしている企業を選びたい。（工学部・１年） 

 

●参考になった点、良かった点 

〈女性研究者との交流（研究者の生の声、結婚出産育児など）〉 

・社員達の自分の仕事を愛する、自分の仕事を尊敬する、また、本当にその仕事が好きだからしている

といった精神、行為が心に深く残った。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・女性社員の方のお話を聞けた点。（農学部・３年） 

・色々なことを聞けた点。見学に行けた点。（農学部・２年） 

・企業の方々の手厚い歓迎のおかげで、２つの企業がどんな所かだけでなく、中で働く人々の関係性や

生き方まで深く知ることができた点。（地域学部・２年） 

・実際に働いている女性社員の方の話を聞けたこと。（農学部・２年） 

・どのようなことをするのかなど具体的にわかって、働くイメージや女性の職場のイメージがわいた。

（工学部・２年） 

・実際に、働いている現場を見ることができ、普段なら知ることのない話も聞くことができた点。（工

学部・２年） 

・女性社員からの話が聞けたことが良かった。自分が社会人になったときのイメージが強く持てるよう

になり、また、それに向かって自分が何をしたいかなんとなくつかめた。（工学部・１年） 

〈年齢の近い研究者との交流〉 

・大学院を卒業されて就職された年の近い社員さんの話を聞けたことがとてもよかった。実際に働きだ
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してからと働く前の、働くということの印象について多くの意見を聞くことができた。（工・４年） 

・新卒１年目の女性職員の方とたっぷりお話できる機会があったこと。（工・２年） 

・新卒で今、社会人一年目の方や、働くお母さんでかつ幹部クラスの人の話をたくさん聞くことができ

てよかった。（工・４年） 

〈企業の事業について〉 

・鳥大卒の方がおられた。企業のことをよく知れた。（工学部・２年） 

・自分が興味のある研究・開発に実際に携わっている方の話を聞けたこと。工場や企業の施設を見学で

きたこと。（工学部・２年） 

・ＩＴ企業に興味を持つことができた。（今までまったく知らなかったので……）（農学部・３年） 

 

●女子学生とどのような情報交換や交流ができたら良いと思うか 

〈学生同士、卒業生の話す場・交流・友人作りについて〉 

・他の女子大学を見学したらいいと思っている。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・仲良くなりたい。（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・同じ学部の子とあまり話したりしないので、他学部の人との交流ができたらいいなあと思う。（農学

部・３年） 

・多くの分野や自分の学科に近い内容の情報交換がしたい。（工学部・２年） 

・もう少し、他の参加者の方と仲良くなりたかった。（工学部・２年） 

・他学部、他学科がどんなことを学んでいるのか知ってみたい。そして、他学部の人と友達になりたい。

（工学部・１年） 

〈就職先や就職活動、進学について〉 

・同じ学科の先輩などから、就活のことなどいろいろ聞く機会がほしい。（工学部・２年） 

・自分の希望の職種や向いている仕事をどのように見つけるかという話し合いができたら良い。（地域

学部・２年） 

 

●他に見学してみたい企業 

・薬品会社、化粧品会社など（工学部・２年） 

・地元（岡山）の化学系の企業。化粧品の企業。（工学部・２年） 

・農業（持続性社会創生科学研究科・１年） 

・鳥取県内の食品会社（農学部・３年） 

・食品系、農薬・菌種系（農学部・３年） 

・大阪の会社（農学部・２年） 

・ＪＦＥ鋼板（地域学部・２年） 

・食品関係の企業。特に、研究職や食品の衛生、品質管理についての話を聞きたい。（農学部・２年） 

・土木関係の会社。あまりわからないから見学してみたい。（工学部・２年） 

・航空会社、自動車会社（工学部・２年） 
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○女子学生の研究機関見学会＜関西企業＞ 

  平成２４年度より、女性研究者の裾野拡大と女子学生のキャリアデザイン支援の一環として、キャ

リアセンターに協力いただき実施。今年度は１７名が参加、オムロン株式会社（京都府）と小林製薬

株式会社（大阪府）の２社を見学した。 

 

案内チラシ 
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＜アンケート結果＞ 

所属学部                   見学会を何で知ったか 

 

参加動機（複数回答）              

 
 

【アンケート自由記入欄】（抜粋） 

●企業で働く女性、研究員、技術者に対するイメージ（面白そうなところ、やりがいなど） 

・理系でまじめに取り組む感じのイメージ（医学部・３年） 

・自分の考えやアイデアなどが、実際商品となって社会に出るところ。（工学部・３年他） 

・自分のやりたい研究ができる。最先端の知識に触れることができる。（工学部・１年他） 

・一人の社会人として社会に貢献できる。いつまでも追求心を持ち続けられる。（医学部・３年他） 

 

●企業で働く女性、研究員、技術者に対するイメージ（大変そうなところなど） 

・結婚・出産・育児と仕事の両立が難しい（農学部・３年他） 

・企業で研究するためには、その企業の方針に従わなければならないので、やりたい研究ができるとは

限らないところ。（工学部・３年他） 

・仕事が忙しく、休みがなさそう（農学部・１年） 

・いわゆる、社会が因習的に求める女性の生き方とは外れること。（工学部・２年） 

 

●オムロンを見学して感じたこと 

・健康・医療系のイメージが強かったが、それは１割程度に過ぎず、工場系がメインだと知って驚いた。

医学部, 4

医学系研究
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持続性社会創

生科学研究

科, 3
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「企業で働く」というイメージを持つため

職種の理解を深めたかった

働いている人（研究者等）の話を聞いてみた…

その企業自体に興味があった

働く上でどんな能力が必要なのか知りたかった

女性としての働き方に興味があった

就職活動に向けての意識醸成のため

研究者への道（大学院進学）を検討したかった

0 5 10 15

単位：人
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女性が働きやすいように色々なサポートをしていて、社員のことを考えてくれている会社だなと感じ

た。（医学系研究科・１年） 

・人と機械のありかたを学んだ。表情を認識したり、卓球の球を認識したりとてもすごいと思った。自

動運転がこのような方が研究しているとわかり感激した。私が就活するうえで、福利厚生も大事だと

思うけど、やはり自分がやりたいことを明確にして探そうと思った。（工学部・３年） 

・施設については大部屋方式のオフィスであることが魅力的だった。部門間の隔たりが感じられないた

め仕事をする上で良さそうだと思った。（工学部・３年） 

・研究員・技術者というと男性が多いイメージを持っていたため、女性は肩身が狭そうだと思っていた

が、今まで男性中心だった社会で女性目線のニーズは重要であり、メリットでしかないと聞いて、企

業で働く女性に対してのイメージが少し変わった。（農学部・１年） 

・実際に、女性研究者として働いている方々の話を聞いたのは初めてだったので、とても良い経験とな

った。結婚や出産など、女性として気になるプライベートな部分も、私たちに話してくださって、と

ても有難かった。「不安要素よりも、やりたいことを第一に。その他はなんとかなる」という言葉にと

ても励まされた。やっぱり「好きな仕事をする」ということが大切だと感じた。（工学部・３年） 

・ガラス張りの開放的な空間が明るく、良い社内で、こんな空間で働きたいと思った。研究者に男女の

差異はないこと、自分が興味・意気込みをもって取り組めばやっていけそうだなと感じることができ、

またそこが重要だとわかった。オムロン製品というと体温計などのヘルスケア商品がまず始めに思い

ついたが、それ以外でも生活に身近に関わっていること、また技術を使っていることがわかり、メー

カーならではのおもしろさを体感できた。（農学部・３年） 

・一番驚いたことは研究者になれるのはほんの一部しかいないということである。今まで私は企業につ

いて全く知らなかったので将来研究者になりたいなと軽く考えてしまっていたところがあった。しか

し今回の見学を通してまだ少し先のことかもしれないが、将来についてしっかりと考えていきたいと

思った。（農学部・１年） 

・境界（事業部間、部署間）がないことが印象的であった。「モノづくり」ということがメインであるた

めか、基礎研究はほぼなく、応用研究が中心だ、との発言をいただいた。企業の研究を知る上でも、

方針を知る上でも、このような発言はありがたかった（自分の進みたい方向に関係なく）。（工学部・

２年） 

 

●小林製薬を見学して感じたこと 

・社員さんが明るくて、楽しい雰囲気の良さが伝わった。１者が１商品を担当している分、商品に対す

る愛情を感じた。（医学系研究科・１年） 

・８人の女性の研究・開発分野に携わっている人の話を聞いた。大学では何を研究していたかを聞いて

みると、ほとんどが生物系の出身であり、自身の研究していたこととは全く関係がない研究をしてい

るという。短い間で商品を作り上げるという行為にはスケジュール管理が大切であり、これらは学生

時代に培ったという。どういった工夫をしているかと聞いてみると、人に期限を宣言している・一日

のタイムスケジュールを事細かに書くなどであった。大学では自分の興味があることを時間をかけて

とことんやるといいとも聞いたので、時間のある今だからこそ、自分の好きなことは何か、やりたい

ことは何かなど自分のことを知っていきたいと思う。そうすることがなによりも自分の将来のために
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なると学ぶことができた。（工学部・１年） 

・自分が知っている製品がたくさんあり、感動した。ＣＭやお店で見る商品がたくさん会社に置いてあ

りとても興味を持てた。製品を作るのにたくさんの人が活躍しており、研究所内の様子を見せていた

だき自分がこの場に立ち会っていることに不思議な感じがした。就活するときに今日聞いたアドバイ

スをしっかり思い出したい。（工学部・３年） 

・第一に、とても明るく和気藹々とした、居心地のよさそうな職場だと感じた。今大学で勉強している

内容とも近く、とても楽しみだったが、予想以上に研究者の方々の話をたくさん聞けた。どのような

商品をどれくらいのスパンで開発するかなど、実際に企業に入ってみないとわからないようなことも

細かく教えていただけたので、とても有難かったと勉強になった。（工学部・３年） 

・どの社員の方も親切に、かつ楽しそうに自分の担当の仕事を話してくださり、難しいと言いながらも

本当に楽しんで仕事をされているのだなと思った。アイデアが思い浮かばないとき、採用されなかっ

たときはきつそうなイメージがあったが、逆に自分の意見が通ること自体がとても風通しの良い社風

を表しており、自分のやりがい、責任感につながっているのだと思った。女性でも産休を挟んだから

といって戦力外にされることなく働く（戻ってくる）場所が同じで、産休前と同じように働けるとい

うのが魅力的だった。個人個人で担当商品が振り分けられているように見え、それだけ一人一人を信

頼しており、成果を委ねられていると感じた。製品となったときの喜びは他の企業では味わえないも

のだろうと思った。（農学部・３年） 

・一般向けの製薬企業だったので、基礎研究よりも開発が多く行われていて、想像していた製薬企業と

は違っていた。開発のスパンが短いことに驚いた。いろんな事業をやっているので、いっぺんに複数

部門の研究について聞けたのがよかった。（医学部・３年） 

・自分が思っていたよりも女性の方が多くて驚いた。消臭元など有名な商品を女性の方が担当されてい

て、女性がトップに立って活動しているのがかっこいいなと思った。（工学部・２年） 

・個人のアイデアをとても重視している企業だと感じた。普段は見ることができない研究・開発の様子

が見られて、非常に良い刺激を受けた。今回は、応用もしくは実用段階の研究職の方の仕事の紹介、

座談会だったが、基礎研究の方の研究職のことについても次回このような企画があれば、聞きたい。（工

学部・２年） 

 

●他に見学してみたい企業 

１）飲料、食品：明治、サントリー、伊藤ハムグループ 

２）医療品、医薬品：武田薬品、健栄製薬、大正製薬、ロート製薬、アステラス製薬 

３）電気・情報・通信機器：メルカリ、ＮＴＴ 

４）インフラ：大阪市交通局 

５）化学、化粧品：ＣＡＮＭＡＫＥ、資生堂、白石グループ、ピアス化粧品 

６）自動車・機械：トヨタ 

７）建設：近畿測量株式会社 

 

 

 



20 
 

（４）意識啓発活動など 

○ＬＧＢＴセミナー 

  「男女共同参画週間」の企画として、６月２９日にＬＧＢＴセミナーを開催した。ＬＧＢＴの啓発

活動を積極的に行っている学内公認サークル「虹色らくだ」の部員に「多様なセクシュアリティにつ

いて、みんなで考えよう」と題して講演いただき、１７名の参加があった。 

            案内チラシ                           ＨＰ掲載 

      

 ○ＤＶセミナー 

 「男女共同参画週間」の企画として、６月２０日に川西寿美子氏を講師に迎え、「その恋愛だいじょ

うぶ？ デートＤＶを知る ～被害者にも加害者にもならないために～」と題しＤＶセミナーを開催

し、１５名の参加があった。 

           案内チラシ             ＨＰ掲載 
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 ○コミュニケーションセミナー 

 １２月５日に鳥居佳子氏を講師に迎え、「男女脳差理解によるダイバーシティ・コミュニケーション」

と題し、開催した。男女の脳の違いを知ることで、コミュニケーションを円滑にすることを学んだ。

８名の参加があった。 

案内チラシ                           ＨＰ掲載 

         

 

 〇ライフプランセミナー（人生設計） 

住宅資金、教育資金等今後必要となる資金を明確にし、将来のための蓄えと備えを考え、それに対 

するキャリアプランを明確にするための一助となることを目的として、鳥取県福祉保健部による講師 

派遣を受け、鳥取地区で１１月８日に開催（２１名参加）、米子地区で１１月１４日に開催（１６名 

参加）した。 

案内チラシ                           ＨＰ掲載 
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  案内チラシ                           ＨＰ掲載 

        

 

○ライフプランセミナー＜妊娠・出産＞ 

 風紋祭中の１０月８日に、鳥取県東部不妊専門相談センターと男女共同参画推進室が主催、鳥取県

男女共同参画センターよりん彩の協力を得て、男女共同参画に関するパネル展示と、知っておきたい

『キャリアプランと妊娠・出産のタイミングについて』のミニレクチャーを三回実施した。妊娠適齢

期、キャリアプランと妊娠・出産のタイミングについては、継続して学生への啓蒙が必要。 
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（４）その他 

○休憩室＆相談室の開設 

  男女共同参画推進室内に【休憩室＆相談室】を９月１日に開設。 

【休憩室】は、勤務中の体調不良や妊娠・産後等で気分のすぐれない方の休憩場所や搾乳室として、【相

談室】は、研究活動や仕事と、育児や介護との両立をする上での不安や悩み等を相談できる場とした。

搾乳時の利用や、研究やライフイベントとの両立に関する相談などがあった。 

 

 

 

 ２月１日には、休憩室でのＤＶＤ視聴と、ＤＶＤ＆書籍の貸し出しを開始。 

ＤＶＤは、セクハラ、マタニティハラスメントに関することや、産休・育休の基礎知識など、当該者

だけでなく、周囲の方の啓発として活用できることを目的とした。また、ワークライフバランス、ダイ

バーシティ、育児・介護に関する書籍も購入、貸し出しを開始した。 
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８．ニュースレター 
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